
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲新緑の禿岳とかむろ湖 
 
 北上川⽔系⼤沢川は、禿岳（かむろだけ）にその源を発し禿⾼原を南流し、途中、上⼤沢川、⽥沢川を合流し、⻤⾸地区の南で
江合川に合流する流域⾯積 21.6km2、流路延⻑ 3 ㎞の⼀級河川です。 
 ⼤沢川は⼭岳に近いため古くからたびたび局地的・突発的な洪⽔が発⽣しており、昭和 22 年(1947 年)9 ⽉のカスリン台⾵、昭
和 23 年(1948 年)9 ⽉のアイオン台⾵、昭和 49 年(1974 年)7 ⽉の台⾵ 8 号などの出⽔で多⼤な被害を受けています。また、当
時、⻤⾸地区の⼤規模リゾート計画により⽔需要が急激に伸びることが想定されていました。 

上⼤沢ダムは、このような経緯から、洪⽔調節と⽔道⽤⽔の供給を⽬的として建設された多⽬的ダムであり、昭和 59 年(1984
年)の江合川総合開発事業調査開始以来、20 年の歳⽉と 75 億円の⼯事費をかけて平成 16 年(2004 年)3 ⽉に完成しました。 
 

■ダムの⽬的 
 
 
 上⼤沢ダム地点における計画⾼⽔流量 70m3/s（⽥沢川の導
⽔量 36m3/s を含む）のうち 50m3/s の洪⽔調節を⾏うことに
より、上⼤沢ダムや⽥沢川分流⼯下流の⽔害を防⽌します。 
 
 
 

鳴⼦温泉⻤⾸の⽔道⽤⽔として、1,500m3/⽇を確保します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

🔺標準断⾯図 

上大沢ダム 
かみおおさわ 

洪水調節【Ｆ】 

上水道用水【Ｗ】 

河川名︓⼀級河川北上川⽔系上⼤沢川 
  所在地︓⼤崎市鳴⼦温泉⻤⾸字上⼤沢川 
  完 成︓平成１６年（２００４年）３⽉ 
  形 式︓アースフィルダム 
  堤 ⾼︓  １９．０ｍ 
  堤頂⻑︓２２８．５ｍ 
  堤体積︓  ２０２千 m3 
  総貯⽔容量︓ ４１０千 m3 
  洪⽔調節容量︓２６３千 m3 
  利⽔容量︓   ７７千 m3 

ダ

ム

諸

元 

上⼤沢ダムは間接流域を持つダムで、本来流域ではない
⽥沢川の洪⽔の⼀部を分流⼯により導⽔し、⽥沢川下流及
びダム下流の氾濫を防⽌します。分流⼯は洪⽔等により⽥
沢川の流量が増え、⼀定の⽔位を超えると上⼤沢ダムに導
⽔される構造となっています。 
 

▲分流⼯と導⽔路 ▲取⽔放流管 
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